　金星の見え方

　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

金星が地球からどう見えるか調べよう
金星はどんな星ですか？

	名前
	　金星（Venus　ビーナス（美の女神））太陽系第2（　　　　　）

	場所
	太陽の周りを公転している　（地球の1つ内側の軌道）

	直径
	約12000 ｋm　（地球：12800 ｋｍ似た大きさ）

	表面の様子
	

	地表面の材質
	二酸化ケイ素を主成分とする岩石（地球と共通）

	表面温度
	４６５℃（CO2の温室効果により太陽系で一番暑い星）

	大気の成分
	二酸化炭素・水蒸気・硫酸（光をよく反射する）

	自転周期（自分でまわる）
	２４３日

	公転周期（太陽の周りをまわる）
	２２５日

	光り方
	自分で光らないので（　　　　　　　）に面した半分が明るい

太陽・月の次に明るい星。別名「明星（よみがな：　　　　　　）」

	太陽からの距離
	約1億km

	衛星（惑星の周りを公転する）
	なし


模型を使って地球からの金星の見え方を完成させよう

1． 自分の班の机の真ん中を太陽とする。
2． プリント右側の図のように金星を８ヶ所におく（公転を再現する「コマ送り」の８カ所）
3． 太陽のある方向（公転する軌道の中心の方向）に白い部分をむける。
4． 地球は太陽のある方向を白く残し，残りを黒くぬってある。
　　　　　　　　　　　　　（白い部分が地球での昼の地域，黒い部分が地球での夜の地域）
5． 宇宙から見た金星（模型を上から見たところ）をスケッチする。
6． 次に地球の位置に顔をおいて地球から見た金星をスケッチする。（上下の向きに注意）
右の図にいろいろ書き込みをしよう

· 右の図で地球の夜の部分に色をつけよう。
· 地球の自転の方向を矢印で書いておこう。（自転に伴って日本がどう動くかも書く）
· 地球の朝と夕方を書き込もう。
· 地球から見ることができるのは右の図の１～８うち金星がどの位置にいる時か。見える番号に印をつけよう
（ヒント：太陽の光が明るい時間は・・・）
地球から見た金星の見え方をスケッチしよう

◎これは地球の北極の上空から太陽・金星・地球を見た図である。
· 図の○の中に宇宙から見た金星のかげの部分を黒く塗ってみよう。
· 図の□の中に地球から見た金星のかたちを書こう。（地球から遠い場所のものは小さく書く）
· 金星と地球の公転の向きを書こう。
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（　　　　　　　　　　の明星）
· の中：宇宙から見た金星
· の中：地球から見た金星
金星は，　　　　　　をし，地球からは　　　　と　　　に見える
